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口
腔
内
疾
患
の
治
療
法
や
養
生
法
に
つ
い
て
は
、
平
安
時
代
以

降
の
日
記
な
ど
を
も
と
に
、
す
で
に
多
く
の
発
表
が
な
さ
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
今
回
は
、
政
権
が
天
皇
・
公
家
を
中
心
と
し
た
朝
廷

か
ら
、
実
質
的
に
武
家
を
中
心
と
し
た
鎌
倉
幕
府
に
移
っ
た
承
久

の
乱
（
承
久
三
年
［
一
三
二
年
］
）
直
後
ま
で
を
対
象
に
、
口
腔
内

疾
患
の
治
療
法
の
変
遷
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
。

『
天
台
南
山
無
動
寺
建
立
和
尚
傳
」
に
は
、
相
応
和
尚
が
清
和
天

皇
（
貞
観
四
年
［
八
六
二
年
］
）
、
宇
多
天
皇
（
寛
平
二
年
［
八
九
○
年
］
）

の
歯
痛
に
対
し
て
加
持
祈
祷
を
行
っ
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
が
、

現
時
点
で
は
こ
の
記
述
が
歯
科
治
療
の
初
見
と
思
わ
れ
る
。
そ
の

後
も
引
き
続
き
、
花
山
天
皇
の
歯
悩
に
対
し
て
加
持
祈
祷
が
行
わ

れ
二
小
右
記
」
永
観
二
年
［
九
八
四
年
］
）
、
一
条
天
皇
の
歯
悩
に
対

し
て
は
安
倍
晴
明
が
占
っ
て
い
る
（
「
権
記
』
長
保
元
年
［
九
九
九

年
］
）
。
こ
の
よ
う
に
、
僧
侶
に
よ
る
加
持
祈
祷
や
陰
陽
師
に
よ
る
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智

占
い
が
重
視
さ
れ
る
時
代
が
続
い
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
記
述
は
必
ず
し
も
医
師
が
歯
科
治
療
に
携

わ
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
有
職

故
実
が
重
ん
じ
ら
れ
て
い
た
時
代
、
貴
族
の
日
記
は
子
孫
に
伝
え

る
公
務
の
記
録
と
い
う
性
格
を
も
っ
て
い
た
。
医
療
に
つ
い
て

も
、
そ
う
し
た
視
点
で
書
か
れ
た
た
め
、
す
べ
て
の
医
療
行
為
を

記
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
重
要
と
思
わ
れ
る
治
療
法
の
み
を

記
し
た
と
思
わ
れ
る
。

医
師
に
よ
る
歯
科
治
療
の
初
見
は
、
丹
波
重
雅
に
よ
る
重
舌
（
蝦

蟇
腫
）
へ
の
加
療
で
あ
る
（
「
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
元
年
［
一
○
○
四

年
］
）
・
重
雅
は
、
一
条
天
皇
の
時
代
に
「
医
方
天
下
之
一
物
也
」
と

称
え
ら
れ
る
ほ
ど
の
評
判
を
得
、
丹
波
氏
で
初
め
て
典
薬
頭
に
抜

擢
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
後
丹
波
氏
は
、
和
気
氏
と
と
も
に
医
道
の

極
官
と
言
わ
れ
た
典
薬
頭
と
施
薬
院
使
を
ほ
ぼ
独
占
す
る
よ
う
に

な
る
。
両
氏
は
世
襲
を
と
お
し
て
、
医
療
技
術
・
知
識
を
伝
え
て

い
っ
た
が
、
そ
の
反
面
、
医
療
技
術
・
知
識
の
停
滞
を
も
た
ら
し

た
と
の
批
判
も
あ
る
。

十
一
世
紀
以
後
も
、
加
持
祈
祷
や
亀
卜
、
さ
ら
に
寺
院
へ
の
参

詣
と
い
っ
た
記
述
は
現
れ
る
が
、
散
見
す
る
に
止
ま
っ
て
い
る
。
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そ
れ
に
対
し
て
、
官
医
や
僧
医
に
よ
る
食
養
生
、
服
薬
、
蛭
飼
、

穿
刺
、
灸
治
、
抜
歯
と
い
っ
た
治
療
法
の
記
載
が
多
く
な
る
。

抜
歯
に
つ
い
て
は
、
京
極
辺
り
に
住
む
嘔
が
三
条
天
皇
の
抜
歯

を
（
『
御
堂
関
白
記
』
長
和
元
年
［
一
○
一
二
年
］
、
『
小
右
記
」
長
和
三

年
。
た
だ
し
、
前
者
に
は
施
術
者
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
後
者
に

「
先
年
此
の
嘔
に
取
ら
し
め
給
ふ
」
と
あ
る
た
め
同
一
人
と
仮
定
し

た
）
、
丹
波
経
基
が
九
条
兼
実
の
子
女
達
の
抜
歯
を
二
玉
葉
」
寿
永

二
年
［
二
八
三
年
］
）
、
歯
取
り
の
老
嘔
が
藤
原
定
家
の
抜
歯
を
行

っ
た
（
「
明
月
記
」
建
暦
二
年
［
一
二
一
二
年
］
、
同
三
年
）
と
い
う
記

述
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
官
医
で
あ
る
経
基
が
携
わ
っ
た
九
条
兼

実
の
二
人
の
子
女
は
、
任
子
（
後
の
後
鳥
羽
天
皇
の
中
宮
・
宜
秋
門

院
、
満
年
齢
で
十
歳
一
カ
月
）
と
良
経
（
後
の
後
京
極
摂
政
、
十
四
歳

二
カ
月
）
で
あ
る
。
任
子
の
抜
去
歯
は
年
齢
的
に
み
て
乳
歯
と
考

え
ら
れ
る
。
一
方
、
良
経
の
抜
去
歯
は
不
明
で
あ
る
が
、
他
に
、

当
時
の
医
師
が
永
久
歯
を
抜
歯
し
た
例
が
な
い
こ
と
か
ら
、
晩
期

残
存
の
乳
歯
を
抜
歯
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
だ
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
僧
医
に
よ
る
抜
歯
の
記
述
は
認
め
な
い
。

そ
の
一
方
で
、
骨
植
堅
固
な
永
久
歯
の
抜
歯
に
つ
い
て
は
、
「
京

極
辺
り
に
住
む
嘔
」
「
歯
取
り
の
老
嘔
」
と
い
う
呼
称
が
示
す
よ
う

に
、
市
井
に
住
む
女
性
が
職
業
と
し
て
行
っ
て
い
た
。
医
療
の
場

に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
た
女
性
と
い
う
と
、
神
社
に
属
し
た
巫
女

が
浮
か
ん
で
く
る
。
巫
女
の
間
で
培
わ
れ
た
抜
歯
の
技
術
を
伝
承

し
た
専
門
家
群
が
い
た
と
考
え
る
。

他
の
外
科
的
処
置
の
初
見
は
、
蛭
飼
が
嘉
承
二
年
［
二
○
七

年
］
（
「
殿
暦
」
）
、
穿
刺
が
嘉
応
三
年
［
二
七
一
年
］
（
「
玉
葉
」
）
と

な
っ
て
い
る
。

最
後
に
な
っ
た
が
、
岩
手
県
の
中
尊
寺
に
は
、
藤
原
四
代
の
遺

体
が
保
存
さ
れ
て
い
る
が
、
残
存
歯
に
補
綴
処
置
の
痕
跡
を
認
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
東
歯
科
医
院
）


